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Eriophyes sp.

作 物 名：ニホンナシ

１ 発生経過

（１）平成23年7月中旬に、減農薬栽培を実施しているニホンナシ栽培園で、葉が火ぶくれ症

状（以下「火ぶくれ」という。）になる被害が認められ、被害葉が農業技術センターに送

付された。被害葉を観察したところ、葉上及び火ぶくれの中にフシダニと考えられるダニ

が確認された。

（２）7月下旬に現地調査を行ったところ、葉が火ぶくれになりその部分が褐色に変色してい

る被害葉が認められた。被害は約5aのほ場全体で認められ、徒長枝、長果枝、中果枝及び

短果枝の葉で確認された。

（３）今回火ぶくれを引き起こしているニホンナシの葉を法政大学生命科学部の上遠野冨士夫

教授に送り、ダニの同定を依頼したところ、ヨーロッパなどのセイヨウナシに火ぶくれを

引き起こし日本でナシノハモグリダニと報告されているEriophyes pyri Nalepaや同様な

症状を引き起こすE. pseudoinsidiosus Wilson、E. pyrimarginemtorquens Nalepaとは形

態が異なる別種のダニ（ニホンナシハモグリダニ（仮称））であることが判明した。

（４）なお、日本で栽培されているナシ（主としてセイヨウナシ）の葉に発生する火ぶくれ

については昔から知られており、恩田・草野（1926）、矢後（1935）、松本（1950）はナ

シハモグリダニE. pyri (Pagenstecher)によって引き起こされる被害症状であると報告し

ている。しかし、各報告には形態及び分類学的記述がないため、ナシハモグリダニが本種

であるかどうかは不明である。

（５）平成24年4月に、初発園周辺のニホンナシ園を調査したところ、周辺園でも本種と思わ

れる寄生及び被害が確認され、発生地域が拡大していることが推定された。

２ 形態及び生態

（１）形態

成虫は、体長が約0.2mmで、淡黄色のうじ虫型。卵は球形半透明。

（２）生態

本種は、国内のニホンナシで確認されているEriophyes属の既存種とは明らかに異なる初確

認の種であり、生態は不明である。

病害虫防除部の調査では、4月の展葉期から葉の火ぶくれが見られ、その内部には本種が確

認された。7月には葉上に多数の本種が確認されたが、8～10月には少数となり、11月には葉

上に確認されなくなった。なお、火ぶくれの中には、7～11月まで本種が確認された。10月と

11月には頂芽や腋芽の中に多数の本種が確認された。

以上のことから、本種は芽の中で越冬し、発芽とともに芽から脱出し、葉に火ぶくれを引

き起こすと考えられる。本種はこの火ぶくれの内部に生息するが、暖かい時期には葉裏の開

口部から外に出て新たな被害を及ぼすものと推察される。



３ 被害及び寄主植物

（１）被害

葉に被害を及ぼす。寄生された部位は火ぶくれ状のこぶをつくり、葉表はややふくらみ、被

害が進展すると黄色～茶褐色に変色する。葉裏は暗褐色に変色し、微小な開口部が見られる。

徒長枝での寄生部位は、新梢の先端付近の葉であり、下位葉では少ない傾向にある。また、

長果枝、中果枝及び短果枝の葉でも被害が認められる。

（２）寄主植物

現在確認されているのは、ニホンナシのみである。近隣に植栽されているリンゴとカキに

は、被害は認められない。

４ 防除対策

（１）本種の被害拡大を防ぐため、発生園地では穂木等の譲渡は行わない。

（２）火ぶくれのある葉は、埋却するなどして早期に処分する。

（３）ニホンナシにおける本種の登録薬剤はない。
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